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す
る
場
合
、
歯
科
医
師
も
そ

の
他
ス
タ
ッ
フ
を
雇
用
す
る

と
き
と
同
様
、
雇
用
主
に
は

稼
働
時
間
を
把
握
し
、
法
定

さ
れ
た
時
間
を
超
え
な
い
よ

う
管
理
す
る
義
務
が
あ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

他
方
、
業
務
委
託
契
約
で

あ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
労
働

　

歯
科
医
師
で
あ
っ
て
も
、

雇
用
契
約
を
締
結
す
る
と
、

一
般
労
働
者
と
同
じ
く
労
働

契
約
法
や
労
働
基
準
法
な
ど

の
労
働
法
制
が
適
用
さ
れ
ま

す
。
労
働
法
制
に
は
各
種
規

制
が
あ
り
ま
す
が
、
特
に
注

意
す
る
必
要
あ
る
の
が
労
働

時
間
規
制
で
す
。
１
日
８
時

間
週
40
時
間
が
原
則
で
す
。

そ
の
規
制
を
緩
和
し
た
裁
量

労
働
制
と
い
う
制
度
も
あ
り

ま
す
が
、
歯
科
医
師
に
裁
量

労
働
制
は
適
用
さ
れ
ま
せ

ん
。
ま
た
近
年
い
わ
ゆ
る

「
働
き
方
改
革
」
に
よ
り
、

時
間
外
労
働
に
も
上
限
規
制

と
罰
則
が
導
入
さ
れ
ま
し

た
。
た
だ
し
２
０
２
４
年
４

月
か
ら
、
歯
科
医
師
や
医
師

を
対
象
と
し
た
新
た
な
上
限

規
制
が
始
ま
り
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
雇
用
契
約
と

法
制
の
適
用
は
あ
り
ま
せ

ん
。
た
だ
し
労
働
基
準
監
督

署
や
裁
判
所
は
そ
の
稼
働
実

態
か
ら
雇
用
か
業
務
委
託
か

を
判
定
す
る
の
で
、
契
約
書

の
記
載
か
ら
判
断
さ
れ
る
の

で
は
な
い
こ
と
に
注
意
が
必

要
で
す
。
「
使
用
従
属
性
」

（
労
働
者
性
）
の
有
無
を
①

仕
事
の
依
頼
、
業
務
従
事
の

指
示
等
に
対
す
る
諾
否
の
自

由
の
有
無
、
②
業
務
遂
行
上

の
指
揮
監
督
の
有
無
、
③
拘

束
性
の
有
無
（
勤
務
場
所
及

び
勤
務
時
間
の
指
定
の
有

無
）
、
④
（
業
務
提
供
の
）

代
替
性
の
有
無
、
⑤
機
械
、

器
具
の
負
担
関
係
、
⑥
報
酬

の
額
（
高
額
で
あ
る
か
）
、

⑦
専
属
性
の
程
度
な
ど
か
ら

判
断
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

歯
科
医
師
の
場
合
、
診
療

す
る
時
間
と
従
事
す
る
場
所

が
固
定
さ
れ
、
医
療
機
器
も

医
院
の
も
の
を
利
用
す
る
た

め
、
そ
の
他
の
裁
量
性
が
相

当
高
く
な
い
と
業
務
委
託
と

は
認
め
ら
れ
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

 

（
弁
護
士
・
國
本
依
伸
）

転ばぬ先の　
　法律相談

医院経営

第33回 雇用と業務委託の違いは？

「使用従属性」の有無が
分かれ目に

イラスト・辻井タカヒロ

21・22年度　第19回　理事会報告　2022年11月12日
【報告事項】
・ 「75歳以上の窓口負担増撤回を求める」請願署名8476筆、「オンライン資格確認
義務化撤回を求める」要請署名447筆を国会に提出した。
・ 保険でよい歯科医療を大阪連絡会が10月23日、総会と市民講座「世界が認めた
歯の大切さ～日本人の歯と口の現実」を開催。相田潤氏（東京医科歯科大学教
授）が講演し、WEB参加を含め74人が参加した。
・ 保団連近畿ブロックが10月27日、歯科診療報酬改善にむけた厚労省要請に取り
組み、平尾、吉田両副理事長が参加。オンライン資格確認の原則義務化につい
て、強く抗議し、撤回を求めた。
【重点検討課題】
・ 75歳以上窓口負担増やコロナ禍による患者減、物価高騰によるコスト増などの
影響を受けて医療機関の経営が厳しくなっていることを受け、国の「電気・ガ
ス・食品等高騰重点支援地方交付金」を活用した医療機関向けの支援を自治体
に要請する。
・ 75歳以上窓口負担２割化中止を求める活動では、患者への影響を把握するた
め、保団連作成のアンケートハガキつきリーフを活用する。
・ マイナンバーカードによるオンラン資格確認システム導入や保険証利用は、医
療機関や患者の「任意」とするよう国会要請等に取り組む。「保険証廃止に反
対する」請願署名を広げ、現場の声を拾い上げるために会員訪問に取り組む。

春夏秋冬

口
腔
機
能
低
下
症
を
学
習

在
宅
医
療
の
実
践
か
ら
学
ぶ

三
島
地
区

大
学
高
齢
者
歯
科
学
講
座
講

師
）
を
講
師
に
「
臨
床
医
が

取
り
組
む
口
腔
機
能
低
下

症
」
を
開
き
、
11
人
が
参
加

し
た
。
場
所
は
高
槻
市
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
。

　

口
腔
機
能
低
下
症
を
学
ぼ

う
と
、
三
島
地
区
は
10
月
29

日
、
楠
尊
行
氏
（
大
阪
歯
科

　

楠
氏
は
、
身
体
的
、
心
理

的
、
社
会
的
な
フ
レ
イ
ル
が

持
つ
多
面
性
に
触
れ
な
が

ら
、
健
康
寿
命
を
延
ば
す
意

義
を
強
調
。
そ
の
う
え
で
、

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
へ
の
取

り
組
み
に
お
い
て
、
口
腔
機

能
低
下
症
に
対
し
て
地
域
の

歯
科
診
療
所
に
役
割
が
求
め

ら
れ
て
い
る
と
指
摘
。
保
険

診
療
で
の
検
査
や
口
腔
機
能

管
理
の
具
体
的
な
進
め
方
に

つ
い
て
解
説
し
た
。

女医の会

介
を
受
け
る
ケ
ー
ス
は
極
め

て
少
な
い
現
状
が
あ
る
と
し

た
上
で
、
実
際
に
訪
問
診
療

を
行
っ
て
い
る
歯
科
の
割
合

が
低
い
こ
と
、
医
科
に
対
す

る
情
報
発
信
の
必
要
性
や
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
で
あ
る

ケ
ア
マ
ネ
と
の
情
報
共
有
な

ど
、
連
携
の
あ
り
方
に
つ
い

て
問
題
を
提
起
し
た
。

 

（
世
話
人
・
廣
西
賀
子
）

れ
ぞ
れ
の
実
践
か
ら
話
題
提

供
し
、
黒
川
氏
は
「
在
宅
医

療
で
歯
科
領
域
は
す
べ
て
に

共
通
す
る
重
要
課
題
の
一

つ
」
と
位
置
づ
け
、
紹
介
先

を
選
ぶ
上
で
日
頃
意
識
し
て

い
る
点
な
ど
に
つ
い
て
報

告
。
戸
井
氏
は
医
科
か
ら
紹

　

女
性
医
師
・
歯
科
医
師
の

会
は
５
日
、「
在
宅
医
療
に

お
け
る
医
科
歯
科
連
携
を
学

ぶ
」
を
テ
ー
マ
に
講
習
会
を

開
催
し
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加
を
含

む
43
人
が
参
加
し
た
。

　

内
科
医
の
黒
川
渡
氏
と
、

歯
科
医
の
戸
井
逸
美
氏
が
そ

　

政
府
の
社
会
保
障
審
議
会
で
医
療
・
介

護
・
年
金
制
度
の
負
担
の
あ
り
方
に
関
す

る
議
論
が
始
ま
っ
た
。
い
わ
ば
岸
田
版

「
社
会
保
障
制
度
改
革
」
だ
が
、
保
険
料

・
利
用
料
の
引
き
上
げ
や
給
付
の
削
減
な

ど
安
倍
・
菅
時
代
の
負
担
増
メ
ニ
ュ
ー
が

並
ぶ
。
コ
ロ
ナ
禍
と
物
価
高
騰
か
ら
国
民

生
活
を
守
り
、
危
機
を
乗
り
越
え
る
た
め

に
社
会
保
障
の
充
実
こ
そ
必
要
だ
。

　

岸
田
政
権
の
「
社
会
保
障
改
革
」
は
極

め
て
単
純
だ
。
高
齢
者
を
中
心
に
現
役
世

代
も
含
め
た
国
民
負
担
増
一
辺
倒
の
計
画

で
あ
る
。
年
金
「
改
革
」
で
は
、
国
民
年

金
の
保
険
料
納
付
期
間
を
現
行
の
20
〜
59

歳
か
ら
64
歳
に
延
長
し
、
約
１
０
０
万
円

の
負
担
増
を
迫
る
。
そ
の
上
に
受
給
開
始

年
齢
の
さ
ら
な
る
引
き
上
げ
を
狙
う
。

　

介
護
保
険
は
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
２

割
・
３
割
負
担
の
対
象
者
を
拡
大
。
保
険

料
の
納
付
を
30
代
以
下
に
も
求
め
る
こ
と

を
検
討
し
て
い
る
。
医
療
で
は
後
期
高
齢

者
の
保
険
料
増
に
加
え
、
国
保
の
保
険
料

増
や
負
担
上
限
額
の
引
き
上
げ
を
打
ち
出

す
な
ど
負
担
増
に
次
ぐ
負
担
増
で
あ
る
。

極
め
付
き
は
消
費
税
の
増
税
だ
。
政
府
の

税
制
調
査
会
で
は
税
率
ア
ッ
プ
へ
向
け
た

議
論
が
加
速
し
つ
つ
あ
る
。

　

国
民
に
負
担
増
を
押
し
付
け
る
こ
と
は

生
活
の
困
窮
に
直
結
す
る
。
コ
ロ
ナ
禍
と

物
価
高
騰
と
い
う
未
曽
有
の
状
況
で
暮
ら

し
に
追
い
打
ち
を
か
け
れ
ば
、
さ
ら
な
る

貧
困
の
増
大
を
も
た
ら
し
、
医
療
の
受
診

中
断
や
介
護
の
利
用
抑
制
な
ど
命
と
健
康

に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
。

　

10
月
の
消
費
者
物
価
指
数
は
前
年
同
月

比
３
・
６
％
上
昇
し
、
約
40
年
ぶ
り
の
深

刻
な
水
準
だ
。
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
試
算
で

は
低
収
入
世
帯
ほ
ど
影
響
が
大
き
く
な

り
、「
消
費
税
３
％
分
の
負
担
を
上
回

る
」
ほ
ど
の
負
担
状
況
で
あ
る
。
政
治
の

役
割
が
鋭
く
問
わ
れ
る
な
か
で
、
い
ま
政

府
が
な
す
べ
き
は
社
会
保
障
の
負
担
増
で

も
な
け
れ
ば
、
消
費
税
の
増
税
で
も
な
い

こ
と
は
明
ら
か
だ
。

　

国
民
生
活
を
足
元
か
ら
立
て
直
す
最
も

有
効
で
簡
便
な
経
済
対
策
と
し
て
、
消
費

税
の
減
税
を
求
め
る
声
も
大
き
い
。
社
会

保
障
の
負
担
軽
減
に
踏
み
出
す
と
と
も

に
、
減
税
も
選
択
肢
に
入
れ
る
な
ど
政
策

を
総
動
員
し
て
危
機
か
ら
暮
ら
し
を
守
り

抜
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

岸
田
版
「
社
会
保
障
改
革
」

暮
ら
し
守
る
負
担
軽
減
こ
そ

窓
口
負
担
・
要
否
意
見
書
問
題
で
公
明
・
共
産
と
懇
談

市
会
２
会
派
に
要
請

大阪市内
４地区

　

生
活
保
護
の
医
療
要
否
意

見
書
の
発
行
に
関
す
る
郵
送

料
等
の
負
担
に
つ
い
て
、
井

上
副
理
事
長
は
医
科
・
歯
科

が
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
示

し
「
厚
労
省
は
行
政
側
の
負

担
で
あ
る
と
す
る
見
解
を
示

し
て
い
る
が
、
大
阪
市
で
は

９
割
を
超
え
る
医
療
機
関
が

郵
送
料
を
負
担
し
て
い
る
」

と
指
摘
。「
郵
送
費
等
の
費

用
は
交
付
税
の
基
礎
算
定
額

に
含
ま
れ
て
い
る
。
医
療
扶

助
の
行
政
運
用
上
必
要
な
経

費
と
考
え
る
趣
旨
に
則
っ
た

運
用
と
し
て
欲
し
い
」
と
訴

え
た
。

　

ま
た
、
大
阪
市
が
郵
送
料

の
負
担
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
に
「
個
々
の
状
況
に
よ
り

対
応
が
異
な
る
」
と
回
答
し

た
こ
と
を
示
し
、
小
澤
理
事

長
は
「
ど
の
よ
う
な
場
合
な

ら
行
政
負
担
に
な
る
の
か
。

『
個
々
の
状
況
』
を
明
確
に

し
て
欲
し
い
」
と
し
て
議
会

で
の
議
論
と
、
担
当
課
へ
の

確
認
を
求
め
た
。
中
田
市
会

議
員
（
公
明
）
は
「
手
間
も

費
用
も
医
療
機
関
の
負
担
に

な
っ
て
い
る
こ
と
は
理
解
し

た
」
と
応
え
た
。

　

医
科
・
歯
科
両
協
会
は
、

４
日
に
「
生
活
保
護
医
療
要

否
意
見
書
の
返
送
費
等
に
係

る
事
務
負
担
に
関
す
る
陳
情

書
」
、
18
日
に
「
75
歳
以
上

の
医
療
費
窓
口
負
担
２
割
化

の
延
期
を
求
め
る
意
見
書
採

択
の
陳
情
書
」
を
大
阪
市
会

へ
提
出
し
た
。

　

協
会
の
大
阪
市
内
４
地
区
（
北
部
、
東
部
、
西
部
、
南

部
）
と
大
阪
府
保
険
医
協
会
は
17
日
、
大
阪
市
会
の
各
会
派

に
▽
75
歳
以
上
医
療
費
窓
口
負
担
２
割
化
の
延
期
▽
生
活
保

護
の
医
療
扶
助
に
お
け
る
医
療
要
否
意
見
書
等
（
以
下
、
要

否
意
見
書
等
）
交
付
時
の
郵
送
料
の
行
政
負
担
―
―
を
要

請
。
面
談
に
は
大
阪
市
会
の
中
田
光
一
郎
市
会
議
員
（
公

明
）
と
寺
戸
月
美
市
会
議
員
（
共
産
）
秘
書
の
２
会
派
が
応

じ
、
医
科
協
会
の
井
上
美
佐
副
理
事
長
と
協
会
の
小
澤
力
理

事
長
と
共
に
、
医
科
・
歯
科
事
務
局
が
同
行
し
た
。

え
が
現
実
に
進
行
し
て
い
る

実
態
を
示
し
た
。
そ
の
上

で
、「
せ
め
て
物
価
高
騰
の

今
だ
け
で
も
２
割
化
を
延
期

し
て
も
ら
え
な
い
か
。
診
療

現
場
の
喫
緊
の
課
題
だ
」
と

訴
え
た
。
公
明
、
共
産
と
も

患
者
の
窮
状
に
理
解
を
示

し
、「
会
派
全
体
で
協
議
し

て
い
く
」
と
述
べ
た
。

　

小
澤
理
事
長
は
医
療
費
窓

口
負
担
２
割
化
の
影
響
に
つ

い
て
、
特
に
負
担
が
重
く
な

る
訪
問
診
療
を
受
け
る
患
者

家
族
か
ら
訪
問
数
を
減
ら
し

て
欲
し
い
な
ど
の
相
談
を
受

け
た
経
験
を
語
り
、
受
診
控

小
澤
理
事
長

「
受
診
控
え
が
進
行
」

7575
歳
以
上
窓
口
負
担
増

歳
以
上
窓
口
負
担
増

井
上
副
理
事
長

「 

厚
労
省
見
解
ど
お

り
の
運
用
を
」

生
保
・
要
否
意
見
書

生
保
・
要
否
意
見
書

口
腔
機
能
管
理
の
進
め
方
を
解
説

す
る
楠
氏
＝
10
月
29
日
、
高
槻
市

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー


